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Ⅰ．教育リソースの初期のデジタル管理 

～教育資源のデジタル化の発展～ 

 

 

 

第Ⅰ章では、教育リソースの初期から教育資料のデータ化からCMIシステム

としての教育資源の管理までを説明する。 

①初期の1960年代での教育実践資料の収集・記録しデジタル化の準備の時代 

②カナ、英数字による資料項目と学習反応データの記録・分析・管理が可能に

なった1970年代のCMIシステムの時代 
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Ⅰ．教育リソースの初期のデジタル管理 

  ～教育資源のデジタル化の発展～ 

Ⅰ-1．教育資源の初期の管理（1960年代） 

Ⅰ-1-1.ERIC等による教育資源の管理・流通 

Ⅰ-1-2.教育実践資料の記録について 

教材，カリキュラム等の資料の保管・提供の必要性－木田宏先生（昭和24年） 

Ⅰ-1-3.アメリカのプロトコール運動（教育実践資料の原資料） 

Ⅰ-1-4．教師等による教育実践の記録分析とデジタル保管の準備（1960年代） 

Ⅰ-1-5．教育実践の記録例 

Ⅰ-1-6．教育実践資料のデジタル化の準備 

Ⅰ-2.教育実践資料のデジタル保管と利用（CMI） 

  ～1970年代のコンピュータは英数字、カナ文字しか利用できなかった～ 

Ⅰ-2-1.教育実践研究用CMIの開発と利用 

Ⅰ-2-2．何をコンピュータで記録・管理・分析 

Ⅰ-2-3．教育資料項目と学習データの記録(Item LibraryとData pool) 

Ⅰ-2-4.CMIの構成について 

Ⅰ-2-5.教育実践のCMIの開発と利用 

  

削除: デジタル記録・保管の発展

削除: 1-4.映像、音声、文字、数値等のデータの一体的な取扱

い（1990年代～） 

1-5.各分野・領域でのデジタルアーカイブの開発が始まる
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Ⅰ．教育リソースの初期のデジタル管理 

  ～教育資源のデジタル化の発展～ 

 社会のデジタル化、グローバル化、さらに日本の人口減が進み、これに対応し

た教育が望まれて1950年頃から教育のデジタル化が始まりだし、現在は、主体

的な学び、個別学習の自動化等でリソース（教育リソース・デジタルアーカイブ）

の利用がなされだした。 

教育リソースの記録・整備・管理は、1960 年代の ERIC（Education 

Resources Information Center）等で教育研究論文・資料等の管理・選定か

ら始まりだした。その後、研究用の CMI システム（Computer-managed 

Instruction）でカナ・英数字による学習項目やそれに対する学習の状況の検出

の研究が始まり、さらに学校教育でのCMIシステムの開発がなされ教材データ

ベースの基礎研究さらに学校教育での各種利用が進みだした。 

1980年代になると日本語（漢字）処理が可能になり、教育情報処理システム

として、教育実践資料のデータベースが稼働し、個に適した教材や主体的な学び

の学習支援などの実践研究が始められだした。 

映像、音声、文字等のメディアの一体的な取り扱いは、1990 年代に始まり、

月尾氏のデジタルアーカイブの提唱（1994年）により、その後、教育リソース・

デジタルアーカイブとして多様な実践の可能性をもつ、教育でのデジタル化の情

報基盤が構成されるに至った。 

教育リソースを用いた個別学習の自動化の研究は、1980年頃から始まり、そ

の後 2021 年には OECD が個別学習の自動化のレベル 0～5 の 6 分類を報告

し、社会のデジタル化に対応した個別学習の自動化、主体的な学びの情報基盤と

して教育リソース・デジタルアーカイブの活用が進みだそうとしている。 

削除: デジタル記録・保管の発展

削除: 

削除: だした。

削除: だし
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Ⅰ-1．教育資源の初期のデジタル管理（1960年代） 

Ⅰ-1-1.ERIC等による教育資源の管理・流通 

教育資料のデジタル保管としては、コンピュータを用いた記録管理は、1950

年代から始まっている。当時のコンピュータは英数字の利用で記憶容量も小さく、

プログラム言語も機械語であり、現在のコンピュータと違い、小規模であった。 

 しかし、教育資料の記録・保管の研究は始まっており、たとえば、シカゴ大学

のブルーム等は、試験資料の分類・整理に困り教育目標の分類学（タキソノミー）

についての研究グループを立ち上げ、開発研究を進めている。（1958年） 

このように、資料の保管方法とそれを記録し、資料の内容的に分類処理する方

法などの開発がされ、ハード的計画とソフト的な面の基礎研究が始まった。図書

の案内情報（メタデータ）の研究がされていた。 

 

▷文献資料情報の管理が始まる（1960年代） 

 文献資料情報の管理は、コンピュータを用いた具体的な資料管理の方法として

は、図書と図書カードの関係について、コンピュータでの情報検索を実現する一

つの方法として早くから実用化された。 

 たとえば、米国のERIC（Education Resources Information Center）

では、文献資料情報の検索が1966年には実現し、すでにシソーラスの公表等が

なされていた。 

（注）シソーラスの開発 

 文献資料の管理、検索処理を可能にするため、索引語の記録とその体系化がな

されだし、索引語の関連する用語の関係についてシソーラスの開発が進められ、

教育目的 

（学習目標） 

行動（学びのデ

ザイン・実施） 

検出 

（学習状況） 

教育リソース 診断 

（学習状態） 

図Ⅰ-1 教育リソースと検出・診断・行動 
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1966年には出版されている。（Thesaurus of ERIC Descriptor）そこでは、

見出し語に対しBT（広義語）、NT（狭義語）、RT（関連語）、SN（スコープノ

ート）、UF（同義語）などで構造化され、情報検索のシソーラス（thesaurus）

が構成されていた。 

（注）シソーラス（thesaurus）は、語を意味により分類・配列した類似原語辞

典としてイギリスのP.M.Roget（1779～1986）によりロジエのシソーラスと

して刊行（1852年）され、現在もロジエのシソーラスとしてイギリス、アメリ

カ等では広く使われている。これに対して、情報検索のための用語集として開発

されたのが検索用のシソーラスである。 

 

▷メタデータの開発 

 資料（デジタルコンテンツ）の案内情報として、図書に対する図書カードと同

様にメタデータの開発が情報管理で進みだした。たとえば、資料番号 IDと関連

データ 

・ID、表題 

・内容に関する事項（抄録、索引語：キーワード、内容分類等） 

・氏名（作者等の氏名） 

・場所（保管場所、発行所等） 

・年、月（発行などの年月） 

このような 4W に相当するメタデータとして管理に必要な案内情報としての構

成がなされるようになってきた。（データに関するデータとして） 

▷教育資料のデジタル化の準備 

 一方、資料のデジタル化の研究も1960年代に始まりだした。たとえば、教育

では有意な教育事象の原記録の研究が始まり、授業計画、教材、学習反応（理解

度）、授業行動カテゴリー等の記録・分析の方法の開発がなされだした。 

 このように 1960 年代はデジタル記録の試行、準備がなされた時期であった。 

 

Ⅰ-1-2.教育実践資料の記録について 

▷教材，カリキュラム等の資料の保管・提供の必要性－木田宏先生（昭和24年） 

削除: r

削除: ４W

削除: 

1-2.英数字・カナ文字での管理

 英数字・カナ文字でのデータ入力管理および汎用言語での利

用もでき、少し情報処理の環境もよくなりだしたのが 1970年

代である。とくに数値データの処理が進みだし、各種のデータ解

析パッケージの開発がされ、これらを Item BankＢａｎｋ(Iten 

LibraryＩｔｅｍ Ｌｉｂｒａｒｙ)、IＩtem Ppool 等の連携した処理が

始まりだした。

 しかし、実際の資料は、記録・管理はできなくてができなく、外

部管理装置で保管していた。たとえば、メタデータはコンピュー

タでのファイル管理し、文書、図等の資料は外部管理として、ID

で外部管理の資料を抽出するような方法も用いられていた。
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 木田宏先生は、戦後検定教科書への切り替えを文部省で担当され、戦後の混乱

期に民間の教科書作成で、教材資料が整備されていなく困られた。木田宏(1949)

『新教育と教科書制度』(実業教科書)の国定教科書・最後の章に、教育資料(教

材・素材)の収集・保管・提供の必要性が述べられている。 

 また、戦後の教育委員会制度のカリキュラム行政の重視の観点から、教育セン

ター等にカリキュラム資料を収集・保管し、指導主事が学校・教師のカリキュラ

ム開発の支援をすべきである、と木田宏先生のオーラルヒストリーで語られてい

る。（教材・資料の整備の必要性） 

▷教師教育での教育実践の記録の必要性と発展 

－スミスの教育事象の原記録、岐阜での教育実践の記録 

教師教育の立場から、スミスの教育事象の原記録の必要性とその意義（1963

年）、さらにアメリカでの教師教育のプロトコール運動での原記録の収集・保管・

分析が始まった。その後、岐阜では、松枝小学校坪内校長等（1967年～）の新

卒教員の岩田晃先生の育成のための教育実践の総合的な記録と教師教育が始め

られた。 

教育資料の記録・保管・活用は、昔からなされていて、日本では、教科書的な

最初の書物として、明衡往来は書簡(手紙の往復の一対の編集)資料集がある。そ

の後、往来は、江戸時代の寺子屋の教科書として教育に役立てられた。 

 先の戦争で、日本は敗戦国となり、連合軍司令部の指示で、国定から検定教科

書に切り替えを指示され、文部省で教科書担当をされた木田宏先生は、民間の多

くの資料が焼失し、教科書の発行に苦労された。木田先生は、新教育と教科書制

度(1949)実業教科書の最後の章で、教育資料の収集・記録・管理・活用の必要

性を指摘されている。 

 その後、コンピュータを用いた教育資料の記録・管理・活用が進み、1960年

代には ERIC で教育リソース情報センターとして文献資料等の情報管理システ

ムとそのデータ流通が始まった。一方、教育実践での各種資料、学習反応データ

等の記録・管理がされるようになり、日本では、漢字データの処理が遅れた関係

で、1980年代に文献資料・授業計画・テキスト・評価問題、学習反応データ等

の記録管理、さらに 2000 年頃から映像・音声・文字・数値データを記録・管
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理・流通・管理・流通・利活用の研究が始まり、それを支える次のような処理の

研究が進んだ。 

 ・教育資料の計億・管理・流通 

 ・活用結果の収集・記録(学習反応データ、還元情報) 

 ・資料管理・処理のための学習目標(内容・行動)の分類整理 

 ・データ解析の方法の開発 

 ・資料の選定評価項目(権利も含む)の整備と適用 

 ・資料の提示・提供、課題の解決、知的創造、知的活動での利活用の開発 

・デジタル化、高度化、グローバル化、人口減に対応した教育での活用 

・新しい教育DX、メタバース、教育ロボット等での活用 

 これらで用いる教育リソース・デジタルアーカイブへの発展の基礎としてどの

ように教育事象・実践の原記録がなされたか考えたい。 

 

Ⅰ-1-３.アメリカのプロトコール運動（教育実践資料の原資料） 

プロトコール運動は、1960年代に始まり、B・O・スミス（1963年）が原記

録の必要性、その意義を指摘している。さらに、D・R・クルーイックシャンク

（1974年）がプロトコールの定義を次のようにしている。 

「プロトコールとは、教育過程で見られる、教育上重要な意味をもつ事象の原記

録で、教授学はもちろん、心理学、社会学、人類学、哲学等も含めて、関連研究

領域からの適切な概念を用いて、その事象を解釈したり、その事象で見られる問

題を解決したりするのに利用される。」 

 この背景には、1960年当時の学習の達成目標として、伝統的な教育と新しい

コンピテンシーを重視した教育の２つがある。 

① 教科内容の理解：昔からの伝統的な教科内容を重視した教育での目標 

② Competencies：学習者が必要とする仕事の効果的・効率的に行う諸能力 

③ の視点での教師教育で実行するためには、教師教育の改善が課題となり、こ

の資質能力の育成のために、教授活動の調査研究を行い、その活動の分析が

なされた。 

 プロトコール運動として次のような調査・記録が示されていた。 
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(１)教室での場面に関するもの 

 ①授業に関する場面 

 ②教室での経営管理に関する場面 

(２)教室外での場面に関するもの 

①同僚、管理者ともに行う学校の教育計画・作成に際して生じる場面 

②両親や地域社会の他の人たちとの関係で生じる場面 

③教師が職業上の組織の中での仕事に関して生じる場面 

とされている。しかし、実際には授業に関する場面が主であった。 

たとえば、授業の映像・音声の行動分析では、各種の行動カテゴリーが開発さ

れていた。 

表Ⅰ-1 N.A.フランダース(左)とOSIA(J.Bホウ、J.Kダンカン)(右)の授業行動カテゴリー 
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 これらの授業の行動カテゴリーは、日本でもビデオカメラでの授業の映像記録

の分析によく使われていた。とくに、OSIAの教師と学習者が対応した行動カテ

ゴリーを授業分析に適するカテゴリーに変更し、利用された。 

たとえば、2010年代には、岐阜女子大学沖縄サテライト校での動く紙おもち

ゃ作りの保護者と幼児の活動の分析に用いられている。 



Ⅳ．教育リソースの教育実践研究での利用 
 

 

10 

 

表Ⅰ-2 行動カテゴリー表「動くおもちゃ作り」 

 

 

Ⅰ-1-４．教師等による教育実践の記録分析とデジタル保管の準備（1960年代） 

 教師教育（新任の教師の育成）のための教育実践資料の総合的な記録・保管・

分析の研究は、1967年から岐阜県川島町立松枝小学校で、後藤忠彦等が岩田晃

教諭の教育実践の資料収集・保管・分析をしたことから始まった。その後、1968

年には、教育学・心理学・教科内容・自動制御処理・システム工学・情報学・脳

生理学等の研究者の協力で、記録・分析が展開された。 

教育実践資料の収集・記録項目は、次の図に示す資料が記録された。 

さらに、岐阜県、愛知県の小学校、中学校、高等学校や指導主事等の協力で教

育実践の研究が始まりだし、学習システム研究会が組織された。学習システム研

究会では、授業の記録を大学へ送り、レスポンスアナライザーの集団・個別の反

応や行動記録の分析やテキストデータの処理がなされた。この授業実践は約

2,000時間となり、コンピュータに入力の準備も進められた。 

指導者 親 子 
↑コード ↑コード ↑コード 
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 この教育実践の資料の収集・分析は、1968年から岐阜県・愛知県の多くの小・

中・高等学校の教員の協力で、多くの資料が収集・保管・分析された。（その結果

は、広瀬弘（1971）“ＴＭ計測による理科教育の研究 第7報”：文部省科学研

究費（特別研究・科学教育）にて整理・報告） 

 

(１)教師と学習者の行動記録・・・映像・音声の記録 

 当時は、16mm撮影機、8mmの撮影機で記録は可能であった。（ビデオはま

だ汎化の状況ではなかった。）しかし、16mm撮影は経済的に困難であり、8mm

の撮影は、映像の分析で精度に難があった。（アメリカでは、16mm 撮影は 10

分～15分程度で、主要な教授学習活動で撮影されていた。） 

(２)学習の理解の状況（理解度） 

 教師と学習者の活動と理解の状況の記録およびその分析の方法がまだ実現さ

れておらず、課題となった。（たとえば、授業の言語活動と学習者の理解状況の

記録）そこで開発したのが、次の二つの授業プロセスの記録方法である。 

○教師と学習者の活動をフィルムカメラで5秒間隔のタイマーを用いた撮影 

16mmフィルム撮影は経済的に困難であるため、ハーフサイズカメラ（35mm

のフィルムの半分の大きさ）を用いて 5 秒間隔で撮影できるようにタイマー装

置を作成・設置し、教師と学習者の活動を撮影し、簡単な行動カテゴリー表を作

授業実践 

（3年間の教育実践の 

記録） 

図Ⅰ-2 岩田晃先生の教育実践の総合的な記録(1969年) 

教師の 記録 

カメラで5秒～10秒間隔で児童

撮影(現在はビデオ撮影) 授業計画 

の記録 

教材の記録 

（指導方法） 

学習プリント

の記録 

学習活動の行動 

記録（分析） 

学習反応記録 

(アナライザー) 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの記録 

教師・児童の音声 

生理反応の記録 

（試験的） 

カルテ テストの結果 指導の記録 

理解の状況と言語活動の記

録 

ﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞー （2ﾁｬﾝﾈﾙ） 

○実践研究から得られた論文，

研究資料等も保存 

（筋電で反応の記録） 

書式変更: フォント : (英) BIZ UDP明朝 Medium



Ⅳ．教育リソースの教育実践研究での利用 
 

 

12 

 

り、分析した。 

○学習者の理解状況を音声とあわせて記録 

 理解状況は、レスポンスアナライザー（学習反応分析装置）を開発し、学習反

応データと音声を 2ch のテープレコーダーに記録し、その後、再生・分析する

装置を開発した。次にその状況を紹介する。 

 

Ⅰ-1-５．教育実践の記録例 

（１）ハーフサイズカメラでの授業撮影 

教室の授業の状況を5秒間隔で撮影できるようにタイマー装置を作成し、設

置した。 

 

図Ⅰ-3 教室の授業の状況を5秒間隔で撮影 

当時、アメリカのプロトコール運動では、16mmの撮影機を用いて、記録させ

ていた。松枝小学校では、経済的に困難であり、ハーフカメラ（35mm のフィ

ルムの半分の大きさ）で撮影し、大学の研究室で現像し、分析していた。その後、

ビデオが汎用化し、授業の状況をビデオカメラで撮影し、授業行動カテゴリーを

決め、分析した。 

1971年頃からはビデオの利用が可能になった。（尚、フィルムを用いた岩田晃

教諭の行動カテゴリーは、学習者の動きを中心に簡単なカテゴリーとした。ただ

し、他のデータとの相互関係分析で教育上の意味のあるデータとなった。） 

タイマー 

天井 
カメラ 
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（２）学習反応データ（学習状況）と音声の記録 

学習者が教師の話や、話し合いで分かった（理解した）、質問が分かった等の

理解の状況をレスポンスアナライザーのスイッチを押させ、その人数を集計し、

データ化した。そのデータを2チャンネルの入力をもつテープレコーダーの1ch

に記録し、他の1chには音声（授業活動）を記録できる装置を開発した。 

音声とレスポンスアナライザーの反応を記録したテープを大学の研究室で再

生し、学習反応をペン記録計で表示し、それに音声を聞いて、主要な音声活動を

文書で記録が可能になった。 

［レスポンスアナライザーの開発］ 

1967年末には、児童の反応と音声を同時に記録し、分析できる装置を開発し

た。 

 

図Ⅰ-6 後藤忠彦 他（1968.5）“ティーチングアナライザーによる計測”TM研究 

当時、市販されていたレスポンスアナライザーは、問題が解けたら回答の番号

を押す方式の製品が多く、学習プロセスの状況記録に適さなかった。そこで、学

図Ⅰ-4 行動カテゴリー記録 図Ⅰ-5 カテゴリー表（1967年） 
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習プロセスの記録が可能なレスポンスアナライザーを大学研究室で学生と共同

で開発・作成した。その後、複数台作り、各学校に設置し、データの収集に役立

てた。 

 

図Ⅰ-7レスポンスアナライザーと分析システム 

［学習集団反応曲線と音声の文字化］ 

岩田晃先生は毎日の授業をアナライザーの学習集団反応曲線に言語活動を記述

し、授業の反省に利用していた。 

 アナライザーのSWの押し方 

○わかったSW3／反対SW1・つけたし、SW2・賛成SW3など自由に押させ

た。 

 

図Ⅰ-8 集団反応曲線と言語活動 

 

反応プロセスの状況と音声(文字化)活動

を合わせて分析。 

 

授業分析の教師と学習者の言語活動と理

解状況を調べる基礎データとなった。 

(注)沖縄の学習指導の基礎データとして集団反応曲線のデータが役に立った。 

 

テープ 

レコーダー 

2ch 
表示 

（反応） 

マイク 

コミュニケーションの記

入 

教室の会話と学習者の

「考え」などを記述 

反応曲線 

学習者の反応と音声・行動 

音声 

学習反応 

再生装置 

文字記入 

レスポンスアナライザー 
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［学習集団反応曲線のパターン］1968年 

学習反応の全体的な把握をするため、反応曲線のパターン化（子細な反応は、

言語活動と合わせて別に分析）した。その後の学習反応分析に役立ち、その後の

岐阜県川島小学校の学力の向上等に利用した。 

 

（３）授業案 

授業案（計画）は、当時の一般的に用いられていた書式にレスポンスアナライ

ザーのスイッチング方式をメモとして記入した。（その後、学習フローチャート

を記入するようになった。） 

 

図Ⅰ-9 集団反応曲線のモデル化 

（注）集団反応曲線の5%の変化は無視し

た。その理由は、機械のノイズと先生の注

目を得るために、分からなくても SW を

押す子供がいたため、一応5％の変化をカ

ットした。 

τ0、T、R(τ0)、R（T）、T/τ0、（R(T)－R(τ0)）／(T－τ0) 

後藤・成瀬・森・廣瀬（1969.5）“計測用TMによる集団反応曲線の分析(1)～(4)”TM研究 

書式変更: 中央揃え



Ⅳ．教育リソースの教育実践研究での利用 
 

 

16 

 

 

図Ⅰ-10 岩田晃先生の授業案 
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（４）学習プリント 

実習や実験その他で利用した学習プリント類を収集・保管した。 

  

図Ⅰ-11 実験用の学習プリント（児童が使いやすいように厚紙に印刷） 

 

（５）個人記録（カルテやテストの結果） 

岩田先生は、毎週各教科の学習状況、学校での生活等を記入した個人別の記録

（カルテ）や小テストの個人別のデータをグラフ化し、学習指導の参考にしてい

た。また、このようなデータをファイルして保管されていた。 
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図Ⅰ-12 毎週の個人記録と個人別テストの変化(国語、算数、理科、社会、学校生活) 

次に集団反応曲線と言語活動の記入例を示す。 

 

 

図Ⅰ-13 集団反応曲線と言語活動の記入例 

 このような反応曲線と言語の記入データを見ていても、あまり役立たない。そ

れで、授業案（計画）と反応曲線の関係を調べられるように、学習フローチャー

トを授業案に記入し、教授学習プロセスと集団反応曲線の相互の関係を示すこと

にした。学習フローチャートのパート（分節）、T（教師）、P（学習者）、E（評

価）等と学習状況の関係を調べられるようにした。 

 

Ⅰ-1-６．教育実践資料のデジタル化の準備 

 学習システム研究会では、教師による授業分析、学習指導の改善の研究が進み

だし、一方、これらのデータのコンピュータ入力用の準備が大学で進められた。

当時のレスポンスアナライザーの学習反応（個別、集団）、行動カテゴリー分析

は、現在の個別学習の自動化の検出に相当する基礎データであった。また、テス

ト結果や授業案等のデータは、テキストデータとしてデジタル化の入力、記録、

管理の準備がなされた。 

 たとえば、記述データは、次のカードの例で示すように、問題、教材等をカー

削除: 2
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ドに記述し、横の行には学年、教科、内容分類等が案内情報として記録されてい

た。デジタル化の文書データや入力の準備が進められた。 

 

（愛知県立旭丘高校 山田克美先生作） 

図Ⅰ-14 教材カード例 

 このようにして、デジタル化およびコンピュータの入力の準備ができた。これ

らの資料の収集には、県の指導主事の先生方等の岐阜県、愛知県の小、中、高等

学校の教員数十名が参加した。 

書式変更: 中央揃え

削除: 3
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Ⅰ-2.教育実践資料のデジタル保管と利用（CMI） 

  ～1970年代のコンピュータは英数字、カナ文字しか利用できなかった～ 

Ⅰ-2-1.教育実践研究用CMIの開発と利用 

（１）教育実践資料のデジタル管理（CMIシステム） 

教育実践研究資料が 1967年～1970年で約2,000時間の授業記録が収集さ

れ、その分析処理・保管が困難な状況になり、多くの研究者、文部省関係者の協

力支援で CMI システム開発のためのコンピュータが設置された。当時（1971

年）の研究でのコンピュータの利用としては、大きく分けると CMI と CAI の

二種類の方法が用いられてきた。 

CMIシステムについて 

 CMIは、教育資料データベース（教育リソース）を用いて、教師の学習指導の

支援の情報の提供であり、CAI は学習コースを保管し、学習者に直接提供する

方法であった。モデル的に示せば次のようになる。 

 

図Ⅰ-15 CMIとCAI 

 このように、CMI は教師に教育実践のための情報を提供し、支援する一種の

教師教育の機能をもったシステムであった。 

 

Ⅰ-2-2．何をコンピュータで記録・管理・分析 

 1960年代に、教育実践資料とその学習反応データが岐阜県、愛知県の教員の

協力で約2,000 時間が集まり、計測用学習フローチャートを用いて、授業のプ

ロセスでの分節等の分類、学習形態での発問、説明、実習等のカテゴリーでの学

教師 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
CMI 教育ﾘｿｰｽ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

CAI 

 直接利用 学習者 

CMI CAI 

学習ｺｰｽ 

教育ﾘｿｰｽ 

学習者 

削除: 、

書式変更: 中央揃え

削除: 4

書式変更: フォント : (英) BIZ UDP明朝 Medium

削除: 、

書式変更: フォント : (英) BIZ UDP明朝 Medium
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習反応分析(集団反応曲線を用いて)データが紙カードで、表題、案内情報(メタ

データ)と学習反応データが記録・保管されていた。 

 また、1970年代になると、ビデオカメラで映像記録が汎化し、授業記録も可

能になり、行動カテゴリーを用いた評価データの記録、レスポンスアナライザー

の個人反応データの記録が可能になり、これらのコンピュータ入力処理・記録・

分析が必要となってきた。 

 そこで、これらのデータの入力・管理と分析のために、文部省を始め、多くの

関係者の協力で1971年にコンピュータを設置した。 

 ただ、当時のコンピュータは、英数字・カナ文字の処理(1byte系)で日本語(漢

字)データの管理は困難であった。記録容量が少なくＭＴ(磁気テープ)で、多く

の記憶は困難であった。また、計算速度も遅く、現在のパソコン以下の機能であ

った。 

 

Ⅰ-2-3．教育資料項目と学習データの記録(Item LibraryとData pool) 

 教材、授業案(計画)、学習プリント、評価問題等の日本語(漢字)の記録は困難

であり、これらの情報は、現在のメタデータに対応する表題、キーワード、分類、

教育目標、学習指導、学年、教科等がカナ・英数字で記録した。数値データの入

力、処理は可能であり、データ解析が進められた。(初期は、アセンブリ言語であ

り、その後フォートラン等の汎用言語が利用できるようになった。) 

 

教育実践資料項目 

(授業案，教材，学習プリント等) 

学習反応データ(集団) 
(集団反応曲線の分析) 

個人反応データ 
(クラス全員のデータ) 

授業の映像・音声データ 
(行動カテゴリー分析) 

カード 

リーダー 

個人分析 

小型ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

行動判定 

グループ 

コンピュータ 

(CMI システム) 

 

 

 

 

 

 

 

Item Library 

Data pool 

学習データ解析 

パッケージ 

授業案，教材 
評価問題 
学習プリント等 

データ解析結果 
(分析結果) 

教授項目の 
系列化処理 

図Ⅰ-16 教育実践資料の管理・分析用の CMI システム(1972年) 

外部ファイル管理(紙) 

削除: 5
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(１)教育実践資料項目 … Item Libraryに保管 

 授業案、教材、学習プリント、評価問題等の項目(メタデータに対応) 

 ・表題   ・教材   ・学年   ・レベル 

 ・教育目標(教育内容、行動、ブルームのタキソノミー参考) ・キーワード 

 ・学習指導目標コード(学習指導要領のコード化：番号) 

・その他、教材の特色、利用上の注意、データ解析結果から得られ、それを支

援情報として紙テープで入力した。 

(２)学習反応データ(集団)… Data poolに保管 

 集団反応曲線と音声(言語活動)から得られた授業形態別の分析結果をマーク

カードで入力 

(３)個人反応データ… (Data pool) 

 ①テスト結果、学習プリント等の反応データのカテゴリーをマークカードで入

力 

 ②レスポンスアナライザーの個人反応データは、個人反応分析装置(小型コン

ピュータ)で処理入力 

SWの番号 

 

図Ⅰ-17 個別データ出力例 書式変更: 中央揃え

削除: 6
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図Ⅰ-18 授業分析装置 

(４)授業行動カテゴリー 

 OSIAの行動カテゴリーを参考に行動カテゴリーを作成し、授業の映像を指導

主事等の教員がテレビの映像を見て評価し、ブースのコードキーを打ち、コンピ

ュータに入力。 

 電子計算機を導入し、授業分析でこれまで紙に書いていた行動カテゴリーをテ

レビに提示された映像を見てキーボードを押し、判断し、直接入力できる装置を

開発した。 

書式変更: 中央揃え

削除: 7

書式変更: フォント : (英) BIZ UDP明朝 Medium

書式変更: フォント : (日) BIZ UD明朝 Medium

書式変更: フォント : (英) BIZ UDP明朝 Medium
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図Ⅰ-19 行動分析装置 

 このように、授業分析での行動分析は、教室で撮影した授業の様子を、行動分

析装置で写真のように行動カテゴリーが位置づけられたスイッチを評価者が押

してデータ化していた。（授業行動カテゴリーは、OSIA を参考に行動カテゴリ

ーを構成し、分析した。） 

  

←教室の様子をビデオで再現し， 

授業分析（行動分析）を進めていた。 

 

行動カテゴリーの判断し，該当番号のス

イッチを押し，入力した。↓ 

 

 最初は、行動カテゴリーのコ

ードを手書きしていましたが、

judge Boothを開発し、スイッチ

の組み合わせで行動分析のカテ

ゴリーを入力していました。 

        ↓ 
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(５)外部ファイルの紙資料管理 

 CMI(コンピュータ)では、当時、日本

語(漢字)処理が困難なため、外部に紙

ファイルを設置し、保管していた。(教

材の番号を押せば、必要な資料が取り

出せる装置を設置していた。) 

 現在は、教材、学習プリント、評価問

題等がデータ処理システムの内部のデ

ジタルファイルで管理されている。 

 

Ⅰ-2-4.CMIの構成について 

（１）CMIシステムの構成について 

教科内容に関する項目と教授能力に関する項目の視点で教育リソース情報の管

理と教師のための学習支援用の処理結果が出力された。その構成は図のようであ

った。 

 

 CMI システムの初期は、次の頁に示すように、レスポンスアナライザーの集

団・個人の反応をデータ化または直接入力し、解析処理を可能にした。また、1970

学習項目 

教授力の項目 

CMI システム 

(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ) 

(データ解析 

パッケージ) 

学習者用資料 

教師用資料 教師 

学習反応・音声データ 
学習反応分析 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 

行動ｶﾃｺﾞﾘ  ー
分析 

再生 
分析 

VTR ﾃｰﾌﾟ 

音声 
ﾃｰﾌﾟ 

テープ 

集団反応・個人反応と音声活動データ 
音声・集団反応データ(2ch ﾃｰﾌﾟ)音声・個人反応データ(4chのﾃｰﾌ )゚ 

調査用紙・マークカード 
授業 

図Ⅰ-21 CMI システム(1972年)の構成 

図Ⅰ-20 番号を押すと資料が取り出せる 
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年代には、ビデオ記録が可能になり、その映像画像を用いて、指導主事等がOSIA

等の行動カテゴリーを用いて、該当するキーを押し、そのデータを入力し、分析

処理をしていた。 

 また、テスト調査等の結果は、マークカードに記入して、入力し、解析処理を

した。 

 その出力としては、データ解析結果として研究用と教師用資料、教師に提供し

た学習者用資料を作成した。 

 なお、このCMIシステムは1975年から小学校用に設計・開発を進め、1978

年、岐阜県川島小学校に設置された。 
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研究用CMIシステムの処理構成を次に示す。(1972年当時のCMIシステム) 

 

図Ⅰ-22 研究用CMIシステム 
成瀬弘、森幸雄、後藤忠彦、成瀬正行(1972)“CMI システムについて”岐阜大学教育学部研究報告 
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第5巻 第1号 p.13 
（２）CMIシステムの処理体系(SIS-TEM Ⅲ) 

 コンピューターが整備され、本格的にデータ収集が始まると、この処理系の全

体構成が課題になった。この処理系の課題は、他の分野でも統計処理のプログラ

ムパッケージとして構成されるようになり、新しいCMIとしての処理系が各大

学で要望されるようになった。 

 そこで、京都教育大学と岐阜大学が連携して共通化の研究を進めた。その結果

が岐阜では SIS-TEMⅠ、Ⅱ、Ⅲと進み、Ⅲで一つの体系が整備された。その全

体システムは次の図のように構成されていた。 

 

 

図Ⅰ-23 SIS-TEMの構成 
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Goto，“SIS-TEMⅢ-A Computer-Based Educational Systems” Edu. Technol.Res 4-
1・2 P47-60(1980.11)                                      （後藤忠彦） 

Ⅰ-2-5.教育実践のCMIの開発と利用 

 大学での教育実践資料の管理・分析用に開発したCMIシステムでの処理結果

が、小・中・高等学校で利用されるようになった。 

 その結果、多くの学校・教師がCMIの出力を用いた授業分析や教材開発、カ

リキュラム開発等に利用され、学校にもCMIシステムの設置を希望される小学

校（岐阜県川島小学校）が希望された。その目的は、教師の教育力の向上と地域

が教育に関心を高めるかにあった。すなわち、町長、校長の第１の目的は、地域

と教師の教育力の向上であり、これにより、よい教育ができれば、児童の学習力

も向上するとの思いであった。このため、コンピュータをCAI のように直接利

用するのではなく、教師、保護者を通じて、いかによい教育をするための CMI

であった。 

（１）小学校用CMIの開発と利用 

 大学でCMIシステムを1972年に開発し、その実践研究(教員と協同)が進み

だした数年後に、岐阜県笠松町立川島小学校から小学校用のCMIシステムの開

発の支援の要望があった。その目的は学校が地域と連携し、よい教師によるよい

教育の実践にあった。なお、当時の尾関所長は、地域の社会状況を配慮し、住民

とくに母親に早朝「歩け歩け運動」や「親子テレビ視聴運動」などを推進され、

社会教育に関心があった。 

また、松岡校長は、当時の川島小学校の学力が他の学校より低く、地域と連携

し、ただし、いかに学力を向上させるかにあった。(また、松岡校長は、学力と

して教科内容の理解と Competencies に関心があり、オープン教育の実現に

も努力されていた。) そこで、CMIとしては、次のような観点で開発を進めた。 

 ①学校からの情報提供で保護者に教育について関心を高める。 

 ②教師に児童の教育実践に関する情報を提供し、よりよい教育の実現 

 ③児童に学力の向上等(教科内容、保健体育、生活等)の情報の提供(教師より) 

 そこで、岐阜大学カリキュラム開発研究センターでは、児童の情報を収集し、

保護者・教師に情報を提供するシステムを開発した。 

 小学校教育では、家庭・地域の連携において成立する事項も多く、この点を重
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複したCMIシステムを構成が必要になってきた。このため、岐阜大学カリキュ

ラム開発研究センターでは、小学校用のCMIシステムの開発にあたって、まず

地域、とくに、保護者の希望を調査し、その要求に応じられるシステムを構成し

た。 

(２)調査項目の設定と調査 

 調査項目は、保護者に学校から家庭への連絡の希望内容を任意に記述を依頼し、

その中から28項目を設定した。 

 とくに、川島小学校以外の岐阜、愛知の小学校に依頼し、保護者に記述をお願

いした。 

(３)調査対象 

 川島小学校と岐阜、愛知県の小学校の保護者1,319名に実施した。 

 調査結果（各項目の回答は「希望する」「希望しない」とした） 

（1）保健・体育に関して  （2）学習に関して  

・学校の健康診断で注意が必要な項目 0.864 ・学習診断表 0.881 

・身長・体重などの体格の発達 0.820 ・算数の既習内容、個人別に学習すべき項目 0.848 

・体力の発達 0.736 ・単元終了後の理解不足な内容 0.835 

・スポーツテストの結果 0.708 ・既習漢字でまだ書けない字 0.796 

・健康管理に必要な個人別の資料 0.654 ・個人に適した勉強方法 0.786 

・栄養のバランス 0.650 ・新しい単元の前で個人的に学習する項目 0.620 

・衛生についての習慣 0.649 ・学習相談資料 0.546 

・太りすぎか、やせすぎかの資料 0.467   

（3）生活態度に関して  （4）もし、このような連絡が可能になれば  

・授業態度 0.864 ・活用する 0.857 

・責任、自主性などの態度 0.827   

・友達とのようす 0.757   

・忘れ物のようす 0.649   

・言葉遣いのようす 0.584   

・遊びのようす 0.539   

・登校、下校のようす 0.469   

後藤忠彦、成瀬正行、樋田陽子、磯部紀代(1978)“小学校用CMIシステム”電子通信学会 ET78-5 

(４)CMIと保護者の希望項目 

 小学校のCMI システム(川島小学校用)では、とくに希望の高い約80%以上

の希望項目についてデータ管理および資料の提供を可能にした。 

 保健体育に関しては 

 ①学校の健康診断で注意が必要な項目 
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 ②体格の発達 

 ③体力の発達 

 学習では 

 ④学習診断表 

 ⑤算数の個人別に学習すべき項目(既習内容) 

 ⑥単元終了後の理解不足な内容指示 

 ⑦既習漢字でまだ書けない字 

 生活態度については 

 ⑧授業態度 

 ⑨責任・自主性などの生活態度 

（５）小学校用CMIのデータ入力 

 保護者の希望する資料、教師に提供する児童の学習、保健体育、生活等の資料

のためにCMIの入力として次のように計画をした。 

１)保健体育関係 

 保健・体育関係で学校が保管している資料としては、定期健康診断、体力測定

があり、これらを利用すればよいが、一部の項目で医者の協力が必要である。こ

の入力データは、次に示すように、年一回、毎月入力するものがある。 

 定期健康診断は、一般的な項目（栄養、脊柱胸部、視力、色覚、聴力、眼耳鼻

皮フの疾患、結核、心臓、腎臓、尿、寄生虫、ツベルクリン反応、歯など）の他

に、とくに最近問題になっている体質（とくにアレルギー）を記録し、事故予防

に利用する。体力関係は、50m、走り幅とび、ソフトボール投、けんすい、水泳

に関するデータ入力する。このほかに、欠席、遅刻、早退、保健室の利用など保

健管理に必要な項目をデータ化し、そのつど入力する。 

２)学習について 

 学習診断表、単元終了後の理解不足な内容に関しては、学習指導の過程で得ら

れたデータを用いて処理する。（この方法は、すでに各方面で実施されている。）

算数は、1年から6年まで学習する全項目（最大 1,000項目まで用意した）に

ついて、各項目の学習状態を評価する対問を設定した。これにより、児童が既習

項目で、何が理解できていないか、いつでも取り出せるようにした。 
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 漢字は、小学校で学習する約 1,000 字を中心として、その活用を考慮した評

価項目（約1,500）を設定した。 

 また、教室でのレスポンスアナライザーの学習反応は、全員がCMIシステム

に直接入力が可能で、毎日の授業の状況(学習反応)が必要に応じて記録できた。 

３)生活態度 

 生活態度に関する資料は、児童側のデータとして、毎月または毎週実施されて

いる例に示すような生活目標の調査が利用できる。また、教師から見た児童の実

態調査も用意して、両データをファイルに記録する。 

１． 朝ひとりで起きれる  

２． 家の人に明るく「おはよう」と言える  

３． 歯みがき洗面がきち  

４． 元気よく「行ってきます」「ただいま」と言える  

５． 進んでお手伝いができる  

６． 明るいうちに家へ帰れる  

７． 番組を決めて計画的にテレビが見れる  

８． テレビを見て内容を家の人と話せる  

９． テレビを離れて良い姿勢で見れる  

10． よく日の持ち物を自分で確かめれる  

11． 寝る前に言われなくても歯みがきができる  

12． ひとりでツメの手入れができる  

図Ⅰ-24 生活態度の調査 

（６）データ管理 

 a～hの資料の提供および教師が指導用に使用する資料を提供するためのファ

イルとしては次の4種類を用意した。 

・学籍ファイル 

 児童の 6 年間の資料を管理する。その内容は各学校で保管されている児童指

導要録に健康、性格などを一部追加した。 

・学習評価ファイル 

 算数、漢字などで固定されたテスト問題および学習資料(練習問題、提示系、

…)が用意された項目に対する評価結果を個別に保管する。必要に応じて、評価・

処方が提供できるファイルである。これには、各項目に対して評価処理方法およ

び処方用のコメントが記録されている評価項目ライブラリを用意した。 
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・保健・生活ファイル 

 保健・体育、生活態度、出欠に関するデータを管理する。このファイルには治

療を要する項目に対してはコメント、体格については、一般的な傾向などが提供

できるような資料を記録しておくライブラリを用意した。 

・学習反応ファイル 

 学習指導のプロセスでアナライザーの反応、テストデータを入力し、第一次処

理をするためのファイルである。 

 この他に、教材管理・学習項目の管理を行うために、各ライブラリを用意した。 

 
後藤忠彦・成瀬正行・樋田陽子・磯野紀代(1978) 

図Ⅰ-25  “小学校用CMIシステム”社団法人電子通信学会ET78-5、p.67より 

 

小学校用のCMIシステムとしては、これらの要望に対応した入力、出力を実

現するために、上の図のような構成にした。 

（７）学習内容、学籍、保健体育等の関係のファイル 
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 各個の学習状況を記録するファイルは、氏名、現在の年、組、出席番号、性別、

全学年の組、出席番号と学習記録が可能になっている。 

 

図Ⅰ-26 学習記録項目と学習データの関係 

後藤忠彦(1986)「学校におけるコンピュータの教育利用」日本教育新聞社p.64 

保健体育の記録項目 

 学籍、保健体育等の基本データが図のように管理されていた。 

 

後藤忠彦(1986)「学校におけるコンピュータの教育利用」日本教育新聞社p.117 
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図Ⅰ-27 学習歴の一部 

 

 

（８）学習指導要領のコード化と活用 

 学習指導、教材、評価、個人指導などの補完されている各資料は、CMIシス

テムでは学習指導要領を基礎にした学習指導目標のコード番号を設定した。 
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図Ⅰ-28 学習（指導）項目の例 

岐阜県羽島郡川島町立川島小学校(1985)新しい教育をめざすCMIシステム資料集p.36 

（注）算数３、３年生３（４年生４…）とした。教材、学年学習目標コード番号（３桁） 

例えば、図のタッチパネルの例で説明すると、「算数の３年生正三角形の性質

を知る…436」に関係のある教材を取り出すには、次のような操作をする。 
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(1)処理の列で教材 

(2)「教科」の列で算数 

(3)「学年」の列で3年 

(4)コード番号で436であるので、コードの列で3桁「436」 

(5)スタート 

のスイッチを押すと関係資料がプリンターから出力できる。 

CMIシステムの外部の資料として次のようなデータがファイルされていた。

（現在であれば、データベースに記録。） 

 

図Ⅰ-29 算数のデータ管理 

岐阜県羽島郡川島町立川島小学校(1985)「新しい教育をめざすCMIシステム資料集」p.37 
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図Ⅰ-30 学習指導目標のコード化とその利用 

診断処理のテストと結果 

 診断テストの結果は、マークカードまたはキーボード、テンキー等で、各問題

の正答、誤りのカテゴリーを（正答１、誤りを２、３、…に分類）コード化して

入力する。大人数の場合は、データをマークカードで入力するが、一般にはキー

ボードから入力する。 

 入力されたデータは、各問題の解答のカテゴリー、また問題の相互の関係を分
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析し、個人別に学習の指針を出力する。 

 その出力は、例で示すように 

 (1)学習項目別の評価 

 (2)学習項目別に次に何を学習すればよいか指示 

 (3)個に適する学習資料・教育機器等を支持 

 (4)教師に指導を受けることの指示 

 (5)その他 

 というような内容で、具体的な学習項目別の評価結果から見た望ましい学習の

方法を出力する。出力は、各評価項目について生徒が学習すべき項目の番号、課

題等の他に、どうしても学習資料の提供だけでは学習が達成できない生徒には、

必要な項目に「先生の所に質問に来るように」と指示することもある。 

 

テスト問題の設定 

 これの処理に先立ち、教師は生徒がどのような問題でどのような誤りをするか、

またそれに適応した学習資料にはどのようなものがあるかという情報を持つ必

要がある。このためには、前に説明した教材データベースのように、各問題につ

いての誤りのパターン、その他の学習特性の情報が有効な資料となる。これは、

一般のテスト問題作成のときと同様、この問題で何を調べられるのか、どのよう

な誤りをするか、また、問題間の相互の反応の関係からの分析を明らかにするこ

とが第一である。 

 これらの資料を計算機の中に記録しておき、分析結果から各生徒の学習上の問

題点を指摘する。 

 

図Ⅰ-31 小学校個別学習の出力例 
書式変更: 中央揃え
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図Ⅰ-32 高等学校・個別学習の出力例 

（９）CMIの出力例 

身体・体力の測定値の出力処理 

 マークカード、キーボードでパソコンに入力した身体・体力測定のデータは、

フロッピーディスクのファイルに記録しておき、各種のデータ処理ができるよう

になっている。 

 身体、体力等の測定値については、次のような処理がよく用いられている。 

 ①クラス、学年、学校全体の平均、偏差等の統計処理 

 ②クラス別の個人リスト 

 ③ローレル指数の計算結果 

 ④個別の身長、体重のグラフ 

 ⑤個人票 

 ⑥測定値の分布 

 ⑦測定項目間の相互の関係 

 これらの処理は、ディスプレイ上に上記①～⑦のような処理の内容が表示され、

希望する処理の番号を押せば、全てパソコンで自動的に処理し、その結果が出力
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されるようになっている。 

クラス別の個人リスト、平均 

 クラス別に測定値の個人リストとその平均を出力したのが図Ａである（これら

の個人名を出力するためには、ファイルに前もって氏名を入力しておく必要があ

る）。 

［個人票］ 

 個人票は家庭に渡す資料に使われ、図Ｂは身体測定値とローレル指数を計算し、

その結果を出力したものである。 

［体重のグラフ］ 

 個人別の体重が、１年生からどのように増えてきたか知ることができる図Ｃの

ようなグラフは、よく利用されている。このようなグラフは、身長、運動、体力

などについても使われる。 
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図Ⅰ-33 CMIシステムの出力データ例 

因子分析の処理 

※表記の氏名は仮名。 
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図Ⅰ-34 川島小学校のCMIシステムの構成 
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岐阜県羽島郡川島町立川島小学校(1985)「新しい教育をめざすCMIシステム資料集」p.136 

出力リスト例（川島小学校の出力例） 

① カテゴリー分析 

② スケログラム（SP表） 

③ 項目別達成率、項目別正答率 

④ 処方学習用プリント 

⑤ 身体測定個人票 

⑥ 学習のめあて（目標と達成状況） 

⑦ アナライザーの出力表 

⑧ 座席表 

⑨ 個人診断表 

⑩ 正誤表とスケログラム 

⑪ 二重クロス、三重クロス 

⑫ 生活点検一覧表 

⑬ 生活点検の診断一覧表 

⑭ YG性格検査の判定 

⑮ 授業過程の書籍（課題が自分でつかめた） 

⑯ ソシオマトリクス 

⑰ 学籍リスト 

⑱ 保健リスト 

⑲ 学力検査結果の出力 

⑳ 知能検査結果の出力 

21 保健リスト（１学期） 

22 身体測定結果の個人票および全国平均との比較 

23 スポーツテストの結果の表 

24 スポーツテストの個人票 

25 度数分布（各種データについて） 

26 相関行列 

27 φ係数 

28 因子分析（バリマックス法） 

29 保健室利用状況（分布） 
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などが出力できるようになっていた。（川島小学校）
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